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質
問
　
子
育
て
政
策
の
施
策
は
。

　
答
弁　

人
口
減
少
や
少
子
化
対

策
の
移
住
定
住
施
策
と
し
て
、
住
宅

を
取
得
し
た
場
合
の
商
品
券
助
成
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
子
育
て
の
負
担

軽
減
施
策
は
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
、
国
保
加
入
世
帯
の
18
歳

以
下
の
国
保
税
均
等
割
免
除
、
保
育

で
の
森
林
資
源
解
析
な
ど
を
行

う
た
め
国
へ
計
画
を
提
出
し
た
。

地
域
機
能
ど
う
維
持

　
質
問
　
地
域
の
共
助
機
能
の
維

持
強
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
答
弁　

仕
組
み
が
必
要
と
考
え
、

陸
前
高
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

指
針
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 親同士のつながり陸前高田市立図書館（高田町）

料
の
３
歳
以
上
無
償
化
や
３
歳
未
満

児
の
減
免
対
象
の
拡
大
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　
質
問
　
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
施
策
の
ニ
ー
ズ
は
。

　
答
弁　

就
学
前
の
保
護
者
か
ら

は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
、
休

日
等
の
児
童
の
遊
び
場
に
つ
い
て

要
望
が
あ
る
。
小
学
生
の
保
護
者

は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
生

活
お
よ
び
学
校
で
の
学
習
に
悩
む

人
が
多
い
。
全
体
と
し
て
子
育
て

の
不
安
な
ど
を
話
し
合
え
る
保
護

者
同
士
が
交
流
す
る
場
の
ニ
ー
ズ

も
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。

　
質
問
　
国
は
結
婚
新
生
活
支
援

と
し
て
家
賃
等
補
助
事
業
で
自
治

体
へ
補
助
し
て
い
る
が
、本
市
は
。

　
答
弁　

市
の
制
度
が
整
備
さ
れ

て
い
れ
ば
県
か
ら
の
補
助
が
活
用

で
き
る
が
、
ま
ず
内
部
で
制
度
構

築
の
検
討
を
す
る
。

　
質
問
　
地
域
型
保
育
な
ど
、
民

間
参
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
答
弁　

昨
年
１
人
起
業
し
た
。

事
業
の
立
ち
上
げ
の
検
討
者
は
支

援
し
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
相
談
を
。

デ
ジ
タ
ル
の
普
及
は

　
質
問
　
本
市
で
デ
ジ
タ
ル
を
普

及
さ
せ
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
介
護
予
防
、
見
守
り
事
業
を
実

施
中
で
あ
る
。

　
質
問
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
の
活
用
は
。

　
答
弁　

分
収
林
の
施
業
の
効
率

化
の
た
め
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測

子
育
て
施
策
へ
の
ニ
ー
ズ
は

　

親
が
不
安
を
共
有
す
る
場
が
必
要

図
書
館
と
地
方
創
生
の
関
係
は

利
用
者
が
地
域
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る

　
質
問
　
市
立
図
書
館
の
地
方
創

生
に
資
す
る
機
能
の
捉
え
方
と
第

二
期
総
合
戦
略
と
の
関
連
性
の
認

識
は
ど
う
か
。

運
営
の
課
題
は

　
質
問
　
図
書
館
の
評
価
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
課
題
と

是
正
の
方
向
性
は
。

　
答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は「
館
内
の
環
境
と
使
い
や
す
さ
」

お
よ
び
「
職
員
の
対
応
」
に
お
い

て
、
約
85
％
の
利
用
者
か
ら
良
好

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

　
答
弁　
地
方
創
生
は
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ

い
環
境
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た

っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
が
特
徴
を
生
か

し
、
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
を

創
生
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
人
た
ち
が
地
域

の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
よ
く
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

本
市
の
図
書
館
は
、
地
域
の
歴

史
、
文
化
、
自
然
な
ど
の
資
料
、

情
報
を
整
理
保
存
し
、
そ
れ
ら
の

資
料
を
活
用
し
な
が
ら
企
画
展
や

各
講
座
と
い
っ
た
事
業
を
実
施

し
、
利
用
者
へ
情
報
提
供
や
学
習

の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
利
用
者
が

地
域
を
知
り
、
考
え
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
地
方
創
生
に
資

す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
と
と

も
に
実
施
し
た
「
開
館
時
間
の
延

長
」
に
つ
い
て
も
約
90
％
の
利
用

者
か
ら
、継
続
の
希
望
が
あ
っ
た
。

図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
総

じ
て
好
評
を
得
て
い
る
。

　

回
答
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
と
し

て
、
開
館
時
間
内
の
返
却
ポ
ス
ト

利
用
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
入
館
者
カ
ー
ド

の
記
載
対
応
な
ど
、
い
く
つ
か
の

要
望
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、現
在
、

指
定
管
理
者
と
協
議
中
で
あ
り
、

今
後
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

畠山　恵美子
 （翔　　成） 木村　聡

 （翔　　成）

全議員が起立し非難決議を可決

　

陸
前
高
田
市
議
会
は
、
定
例
会

最
終
日
の
３
月
18
日
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

に
断
固
抗
議
し
、
非
難
す
る
決
議

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
議
は
大
坂
俊
副
議
長
が
提
出

者
と
な
っ
て
提
案
し
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
生
命
と
国
家

主
権
を
守
る
た
め
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に

対
し
て
、抗
議
と
と
も
に
非
難
し
、

決
議
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、「
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
子
力
発
電
所
へ

の
攻
撃
や
核
兵
器
使
用
の
可
能
性

を
も
示
唆
す
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
国
際
社
会
に
対
す
る
威
嚇
は
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
経

験
し
た
日
本
の
国
民
と
し
て
、
断

じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

強
調
。

無
条
件
の
撤
退
求
め
る

　

そ
の
上
で
、「
ロ
シ
ア
軍
の
即

時
、
完
全
、
無
条
件
の
撤
退
を
強

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
非
難
決
議

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
非
難
決
議

く
求
め
、
陸
前
高
田

市
の
都
市
宣
言
で
あ

る
『
非
核
平
和
都
市

宣
言
』
に
基
づ
く
、

世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
を
切
望
す
る
」

と
し
ま
し
た
。

（
担
当
・
鵜
浦
昌
也
）

全議員起立し可決
非核平和願う


